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ロシアにおけるエス トニア離散民

帝政のエス トニア支配の負の遺産

庄司　博史

はじめに

　 他 の バ ル ト諸 民 族 と同様 に、 エ ス トニア は ロ シア 革 命 の 混乱 に乗 じて ロ シア とバル トドイ ツ

に よ る支 配 か ら脱 し、 ほぼ20年 間の 独 立 共 和 国時 代 を 享受 した が1940年 ソ連 に併 合 され た。

しか し、 この共 和 国 時代 の 国 家的 基盤 が 、50年 後 の ソ連 解 体期 におい て独 立回 復 、お よび 正 常

化 に有 利 な条 件 を 形 成 して きた の は 事 実 で あ る。 ま た 、 そ の 過程 で同様 に重 要 な役 割 を果 た し

て きた の が 、在 外 エ ス トニア 人 とい われ る西側 に居 住 す るエ ス トニ ア人 で あ る[Walter　 1993]

[Vahtre　 1993:173-176][Raag　 1993:364-365]。1990年 頃 かれ らの数 は86,000人 に ものぼ っ

て い た1。 そ の多 くは 第 二次 大 戦 中お よび そ の 直 後 、西 側 へ 亡命 した8・9万 の人 々で 、北 ア メ

リカ 、 ヨー ロ ッパ に お い て共 和 国 時代 の さま ざ まな 文 化活 動 を維 持 す る一 方 で 、反 ソ運 動 、エ

ス トニ ア独 立 運 動 を強 力 に推 進 して きた2。 そ して今 回の 独 立 回復 に際 し、 西側 の経 済 的 、政

治 的 支 援 を取 り付 け る 上 で彼 らの果 た した役 割 は大 きっ た ほ か 、み ず か ら新 政 権 に 閣僚 と して

参加 した こ とな ど、 エ ス トニア は も と よ り、国 際 的 に も脚 光 を浴 び る こ とにな っ た。 現在 帰 国

エ ス トニ ア 人 との間 に 不動 産 返還 、二 重 国籍 な どの 問題 は あ るが 、西 側 の在 外 エ ス トニ ア人 は、

一般 に評 価 され て きた
。

　 しか し、 ロ シア に は 、帝 政 末 期 ほ ぼ20万 人 近 くのエ ス トニ ア 人 が居 住 してい た こ とに っ い

て は 、 西側 で は ほ とん ど関 心 が向 け られ る こ とは なか った。 そ の ほ とん どは、 エ ス トニア にか

ぎ らず 帝政 支配 下 に あっ た ヨー ロ ッパ 地域 か ら も多 くみ られ た よ うに、帝 政 時 代 後 半の植 民振

興 策 に よ り ロシ ア各 地 に移 住 した人 々 で あ っ た。 本 国 にお い て 人 口百 万 足 らず の エ ス トニ ア人

にお い て さえ一 時 は二 割 近 くが ロ シア に 住 ん で い た とい わ れ るほ ど移 住 は大 きな 意 味 を持 っ て

い た 。 かっ て移 住 した集 団 の一 部 は 、現 在 に 至 っ て もま だ約4万 人 ほ ど居 住 してい る と推 測 さ

れ てい る。

　 近 年 、彼 らに つ い て は、 同 化 問題 や 困 窮 情 況 が伝 え られ 、 さ らに アブ ハ ジ ア の紛 争 下 での難

民化 な どが明 らか に な りエ ス トニ ア 国 内 で はか れ らの 帰還 が と りざた され て い る。 先 に述 べ た

よ うに 、西 側 在 住 エ ス トニア 人 は 、 ソ連 時 代 エ ス トニ ア の文 化 活 動 を国 外 で継 承 し、 そ の国 家
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としての独立回復と再建において果たした貢献を評価 されてきた。それに対 し、ロシア、旧ソ

連在住のエス トニア人に対 しては、エス トニア本国の人々の態度は大きく異なっている。 この

小論においては、ロシア在住エス トニア人の各時代における移住をその社会的背景とともに概

観し、またかれ らの活動や処遇の推移にも注 目したい。そして、ようや くソ連から独立を回復

したエス トニアにとって、帝政時代からの対ロ シア関係の遺産 ともいえるロシア在住エス トニ

ア人の持つ意味を考えてみたい。

1　 エ ス トニ ア と在 外 エ ス トニ ア 人

　エ ス トニ アは 面積 約4万5千 平 方 キ ロ、 ほぼ 九州 に匹 敵 し、人 口は150万 人(1995年)足

らず で 、 ヨー ロ ッパ で は 最 小 の 共 和 国 の 一 つ で あ る。 全 人 口中民 族 ・言 語 的 にエ ス トニ ア とみ

な され るの は全 体 の64.2%で 、残 りの28.7%の 大部 分 は 「少 数 派 」 ロシ ア人 な どス ラブ系 住 民

が しめ る。 この うち大 部分 は1945年 以 降 、 ソ連 に よ る実質 支 配 が本 格 化 して か らの移 民 で あ

る。 一 方海 外在 住 のエ ス トニ ア人 も現 在 約15万 人 に もの ぼ る とい われ る。 うち9万 人 ちか く

は 、 ヨー ロ ッパ 、 北米 を中 心 とす るア メ リカ 、 オー ス トラ リア等 へ移 住 したエ ス トニ ア 人 、 お

よびそ の 子孫 で 、 ソ連 時 代 に は 「在 外 エ ス トニ ア 人」valiseestlaneと い うと彼 らを さす 語 で あ

った。 そ の 多 くは 第二 次 大 戦 中、 あ るい は そ れ 以降 の ア メ リカ 、 ヨー ロ ッパ へ の難 民 、亡 命 者

として流 出 した人 々 で あ るが 、 前 世 紀 か らの 新 大 陸 へ の移 民 も少 な くな い。 ソ連 か らエ ス トニ

ア が完 全 に 分離 した 現在 、 この 人 々 は 「西 エ ス トニア 人 」lafineeestlaneと よば れ 、在 外 エ ス ト

ニア 人 の うちロ シア お よび 旧 ソ連 邦 に居 住 す るエ ス トニ ア人 と全 く異 な る グル ー プ して扱 われ

て きた の はす べ に述 べ た とこ ろ で あ る。 他 方 、 以 下 あ つ か う後 者 の エ ス トニ ア 人 は エ ス トニ ア

独 立 回 復後 よ うや く最 近 に な っ て 、そ の存 在 が 注 日を 集 め始 め てい るが 、 西 エ ス トニ ア 人 と区

別 して 「東エ ス トニ ア 人 」idaeestlaneと い う名 称 が 定 着 しつ つ あ る。 本稿 に お い て も東エ ス

トニア 人 とい う語 を用 い る場 合 は 、 これ らの人 々を さ してい る。

　 東 エ ス トニ ア 人

本 論 に はい る ま えに 、い くつ か の概 念 を手 み じか に明 らか に して お きた い 。

　 まず 「エ ス トニ ア 人」 につ い て で あ る。 こ こで い うエ ス トニ ア 人 とは 、 エ ス ニ ック な意 味 で

のエ ス トニ ア 人 、つ ま り単純 に い う と伝 統 的 にエ ス トニ ア語 をは な し、 い わ ゆ るエ ス トニア 伝

統 文 化 を継 承 して きた 人 々 、 お よ び そ の 子孫 で あ る。 これ は以 下 で も扱 うエ ス トニ ア の 土地 に
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居住する他のエスニック集団、かつてのバル トドイツ人、帝政以降ではロシア人等 と区別する

ための定義である。幸いエス トニアでは、現在までエス トニア民族 とエス トニア語話者とはほ

ぼ一致する概念であり、事実上曖昧な部分はほとんど存在 しない。問題は在外エス トニア人の

うち、言語的に他言語に同化した人々、および族際婚に出自する人々である。これ らはエスト

ニア本土においては現実の問題 としてほとんど存在 しなかったが、旧ソ連の各地においては、

二世、三世以降その割合はかなり高くなっているはずである。民族は本来その集合的指標とい

われるものを一部欠 く周縁部においてこのような不安定な部分をもつが、実際には動揺する意

識と現実的利害関係に応じ、自己申告としてあらわれるものに頼 らざるを得ない。ロシアでは

1897年 全国的な人口統計がとられており、ソ連時代にもほぼ10年 ごとの人口調査において、

自己申告による各地の民族統計が存在 している。ここに引用した文献に用いられているのは、

小規模の現地での調査によるもの以外は、ほとんどこれら人口統計によっている。

　次は、どの範囲までを本来のエス トニアとみなすかとい う問題であるが、これは旧ソ連のど

の地域のエス トニア人を在外エス トニア人とみなすかとい うこととかかわっている。エス トニ

ア人は隣接するロシア領土の一部には古くから居住 していたことがしられており、それらの地

のエス トニア人を在外エス トニア人とみなすか、本土在住エス トニア人とみなすかということ

になる。これはどの時代の居住地がエス トニア人のものと同定できるかという民族考古学にく

わえ、多分に政治的な立場に左右 されるもので、現にエス トニアとロシアのあいだでは大きく

見方が異なっている。本稿では、エス トニアの通念にしたがい、現在のエス トニア共和国領土

およびプスコフ州ペチ ョラ地区(エ ス トニア語ペッツェリ)を エス トニア人の伝統的居住地域

としてエス トニア本土 としてみなすことにする。ペ ッツェリ地域はエス トニア系セ トゥ人の伝

統的居住地域(民 族的居住地域ともよばれる)で かつてエス トニアにも属した地域である。の

ち説明するように現在ロシアが実効支配しているが、エス トニア系住民は1920年 代はじめに

は2万 人[Setumaa　 1928:42]、 現在も約1,000人 いるとされている。 したがって、現ロシア

在住のエス トニア人のうち、ペ ッツェリの住人は、在外エス トニア人 とはここではみなさない。

　ここで対象とする東エス トニア人の範囲はほぼあきらかになったが、かれらは長期にわたり、

ロシア各地にさまざまな形態で、移住 し、また異なる処遇をうけてきたわけである。ここでは

まず、それ らと深く関わっているエス トニアの対ロシア、ソ連関係史を概観 しておく。本論に

おける東エス トニア人についての記述は以下の歴史区分にそって行うことにする。
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　ロシア帝政時代　ほぼ現在のエス トニアに当たる地域は13世 紀以降デンマーク、 ドイツ、

ポーランド、スウェーデンの支配をあいついでうけたあと、1700年 に始まる北方戦争でスウェ

ーデンの敗北をもってロシア領となる。 しか し現在のエス トニアに当たる地域は、北部はエス

トラン ト県(現 エス トニア北部)、南部はラトビアの一部とともに リフラン ト県に二分されたま

まであった。南北エス トニアが一つのエス トニア県として統合 されたのは、ロシアの1917年

2月 革命以降である。この間、エス トニア人はそれまで封建領主として支配 してきた ドイツ人

とロシア帝政の二重権力下におかれ、19世 紀初頭までほとんどは実質的に農奴として移動の自

由さえ拘束されてきた。

　エス トニア独 立共和国時代　エス トニアは19世 紀半ば以降の民族覚醒期に民族 としての

輪郭を形成 し、ロシア革命に乗 じて独立を宣言する。バル ト地域の覇権をねらうドイツの敗退

後、ソビエ ト・ロシアはエス トニアの独立を認めなかったが、1918年11月 始まったいわゆる

「解放戦争」において戦況を有利にすすめたエス トニアは、1920年2月 タル ト条約により初

めて実質的な独立を獲得した3。 この際、エス トニアは先に触れた北東部のナルバ川領および

南東部のペ ッツェリ領を、ロシア人をふ くめた住民とともに自国領土として獲得している。 こ

れにともないペッツェリ領からは約2万 人のエス トニア人が共和国民となったが、 うちその4

分の3以 上は、エス トニア人のサブエスニック集団で正教徒のセ トゥ人であった[Setumaa

1928:42]。 またタル ト条約では、相互の住民のうち希望するものに対しては相手方への帰還を

許すことも取り決められているが、これについては後ふれる。

　ソ連時代　エス トニア共和国は独立約20年 後の1940年 、ソ連の軍事的圧力の下、ソ連へ

併合される。これに先立ちソ連は ドイツとの問にバル ト地域の支配に関 しドイツとかわしてい

た密約リッベン トロップ議定書が存在していたことが知られており、この併合の際の非合法性

を根拠にエス トニアはソ連支配を認めず、エス トニア共和国の法的な存在を主張 してきた。エ

ス トニアはソビエ ト政権樹立後まもなく第二次大戦下 ドイツに占領 されたが、終戦 と同時にソ

ビエ ト体制が復活 した。いわゆる西エス トニア人の多くは、 ドイツ占領下および終戦直後にエ

ス トニアを脱出した人々である。1940・44年間に約8万 人が西側へ逃亡したといわれる[6ispuu

1992:235]。 その後かれらと本国のエス トニアとの連絡は厳 しく統制され、エス トニアにおい

て60年 代以降次第に外部との接触が緩和されるなかでも本国訪問が許されたのは、反 ソ活動

などに加わらない一部の人々に限 られていた。またソ連体制復活後間もない1945年 、かつて

タル ト条約によって1920年 エス トニア共和国独立の際編入 された、ナルバ、ペッツェ リの二

つの領土の大部分はロシア側にもどされている。
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　独 立回復以降 エス トニアが正式にソ連から独立を回復したのは1991年 秋であったが、い

うまでもなくこれは80年 代のペレス トロイカによる民主化の流れの中で実現したものである。

運動の進展 とともに80年 代後半には、当局による在外エス トニア人との交流への統制も緩和

し、それまでほとんど不可能であったエス トニア人の西側訪問や在外エス トニア人の母国訪問

も可能になった。ソビエ ト体制から政権を奪取しつつあった民族派は、在外エス トニア人の残

した資産の返還、市民権の保証など施政方針に取り入れることで西側および西エス トニア人の

支援をとりつけ、事実冒頭に述べたように再生エス トニアには50年 近くの亡命生活のあとエ

ス トニアに復帰 した人々も多い。 しかし、大部分は潜在的エス トニア市民権を有 しながら海外

に生活の基盤を築き定着 している。それでも本国では一般市民と同じ権利を有 し、また現住民

に不動産の返還を求めるなど、最近は一般市民のあいだでは、西側のエス トニアに対する評価

も一時ほど肯定的なものばかりではなくなっている事も確かではある[Soosaar　 1997]。 一方

新政権はそれまで過剰に増加 したスラブ系住民の人口と勢力を抑制するため、国籍法、言語法

など導入 した。 これにたい しロシア側はエス トニアに在住するロシア人の権利の保護を様々な

対エス トニア外交交渉の条件として提示している。

　 なお 以 下 の 記述 に 関 して も ちい た 文 献 と して 主な もの を あげ て お く。 在 外 エ ス トニ ア人 に つ

い て は[Raag　 1995:339・375][bispuu　 1992:307-330][Kulu　 1993]を 参 照 した。 ま た各時 代

の東 エ ス トニ ア人状 況 を概 説 した もの と しては[Nigol　 1918][Maamagi　 1980]な どが あ るが 、

後 者 は 特 に ソ連 時 代 ソ ビエ ト社 会建 設 に参 与 す る人 々 と して在 外 エ ス トニ ア人 をあっ か っ た も

の と して知 られ てい る。 そ の他 、1970年 代 半 ば以 降 、 シベ リア 、 コーカ サ ス、 ボル ガ 地域 、ペ

テル ブル グな ど旧 ソ連 各 地 の エ ス トニ ア居 住 地 に つ い ての 雑 誌記 事 の ほ か 、お もに言 語 、 口頭

伝 承 な ど伝 統 文化 を あっ か っ た研 究論 文 が 多 くみ られ るが 、 参 照 した もの は文 中で 明 らか に し

た。最 近 の東 エ ス トニ ア 人帰 還 に関 して は、主 に新 聞 、」Eesti Paevaleht(Tallinn)、 　 Postimees

(Tartu)の 記事 、お よび エ ス トニ ア文 学 博 物館 研 究員.Astrid　Tuiskの 個 人 情報 に よった。

2　 帝政時代のエス トニア人移民(-1917)

　エス トニア人は、19世 紀前半以前には上述の伝統的居住地域に比較的まとまって住んでおり、

ロシアの他の地域に住んでいた人々の数は限られていた。その多くは流刑、強制移住民、ある

いは戦争の捕虜や難民として移住したらしい。ちなみに1719年 ロシア各県の人口統計でエス
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トニア人 が 住 ん でい た の は 、 現在 の 北 エ ス トニ ア に あ た るエ ス トラ ン トに126855人 、 南エ ス

トニア に あた る リフ ラン トに180,432人 で 、 その 東 に 隣接 す る プス コ フ県 に は1953人 にす ぎ

な かっ た[Peterson　 1986:95]。

　最 も早い 移 住 地 は エ ス トニ ア にペ イ プ ス湖 を は さん で 隣 接 す るプ ス コ フ周 辺 地域 に あ っ た と

いわ れ 、15世 紀 か ら と され る。 後16世 紀 に もプ ス コ フ県 、 特 に ク ラ ス ノ ゴ ロ ドス コイ ェの あ

た りは 、エ ス トニ ア と近 い こ とも あ り長 年 に わ た り移 住 が 行 わ れ て きた 。 現在 この地 域 の エ ス

トニア 人の 子孫 は ロシ ア化 して い る とい わ れ る[Raag　 1995:340]。 ま た18世 紀 に は北 方 戦争

の避 難 民 が プ ス コ フ湖 の 東 部 あ るい は東 南 部 のペ テル ブル グ 県 、 プ ス コ フ県 に移 り住 ん だ とい

われ る。 同様 に 当時 の ヴィテ ブ ス ク、 現在 の ラ トビア 南 東 に もエ ス トニ ア 人 が移 住 し、約100

年前 に も4,300人 ほ ど確 認 され てい るが 、現在 で は ラ トビア 人 にや は り同化 して い る と され る

[Raag　 l995:341]。

　 帝 政 時 代 の 流 刑 民 と移 民

　 エ ス トニ ア人 の 伝 統 的 居 住 地 域 で あ っ たか つ て の エ ス トラ ン トと リフ ラ ン トか ら本 格 的 な移

住 が 始 まっ た のは 、 農 奴解 放 の あ と、 実 際 に移 動 の 自由 が認 め られ た1860年 代 以降 で あ る。

また その 背 景 には 、政 情 不 安 や飢饉 が あ った と もい われ る[Raag　 l995:345]。 す で に1816,19

年 に形 式的 な農 奴解 放 令 が 発 布 され て い る が 、現 実 は農 民 の 逃 亡 を 恐 れ る地 主 に よ り、賦 役 労

働 をかせ られ 土地 に縛 られ 続 け て い た。 それ で も、移 住 はす で に3,40年 代 か ら、エ ス トニ ア 北

部 、中 部 を中 心 に始 ま っ て いた こ とが知 られ てい る 。 当時 の移 民は や は り、近 辺 の ペ イ プ ス湖

東岸 にむ か い 、ペ テ ル ブル グ 県の オ ウ ドバ 郡や プ ス コ フ 県 に植 民 地 が 形 成 され た が 、 この時 期

は じめて南 ロシ アの サ マ ラ 県(現 サ ラ トフ州)、 ク リ ミア に も移住 してい る。 こ の第 一 次 の移 民

期 にお い て 、エ ス トニ ア 南 部 か ら約1,400人 、 北 部 か ら2,200人 が エ ス トニ ア 以外 の地 へ 移 住

した とい われ る[Raag　 1995:342-3]。

　 とこ ろで シベ リア は ロ シア 帝 政 時代 の罪 人 、 反 逆 分 子 等 の 流刑 先 と して しられ て い るが 、 エ

ス トニア か らも様 々 な理 由で 当 地へ お く られ て い る。19世 紀 初頭 、微 罪者 は主 に西 シベ リアの

オ ム ス ク西 北 の ル ジ ュ コ フ 、重 罪 者 は東 シベ リア の ミヌ シ ンス ク周 辺 に あつ め られ た[Raag

1995:343]。 こ とに19世 紀 半 ば ま で ドイ ツ人 地 主 に 対す る農 民 の 反 乱 がエ ス トニア 各 地 で お こ

っ てお り、 中 で も有 名 な マ ハ トラ の反 乱 に 参加 した数 百の 農 民 の うち数 十 人 は シベ リア送 り と

な っ てい る[Zetterberg　 1995:67]。 か れ らは歩 い て ミヌ シ ン ス ク東 部 の オ ミ川 まで い た り、 ヴ

ィル村 をた てた とい われ て い る4[Viikberg&Vaba　 1984:146]。
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　た だ しシベ リア 各 地 に も、 当局 の 奨 励 とは い え 自 由意 思 に よる移 住 も行 われ てい る。 先 ふ れ

たル ジ ュ コ フは 、 エ ス トニ ア の他 、 フ ィ ンラ ン ドや ラ トビア か らの シベ リア移 民 の 中継 基 地 と

して 発 達 し、1850年 に は1,600人 以 上 の住 人 を擁 してい た が 、 その 後1861年 民族 ご との 村

の設 立 が 許 可 され て 以 降 エ ス トニ ア人 の 村 が 各 地 に 出現 して い る。 そ の ほ か知 られ てい る村 と

しては 、 ミヌ シ ン ス ク近 辺 には 上 ス エ トウキ村 、 上ブ ラ ンカ村 な どが で きた 。 の ち1880年 代

の大 量移 民 期 に は トボ ル ス ク 、 トム ス ク、 イ ェ ニセ イ ス ク、 ク ラス ノヤ ル ス ク 、 ウ ラジオ ス ト

ック周 辺 に もエ ス トニ ア 人村 が生 まれ てい る[Raag　 1995:343]。

　 1880年 代 の 移 住

　 1800年 代後 半 にな る とパ ス ポー ト法が 施 行 され た こ とで、 ドイ ツ人 地主 に よる土 地へ の拘 束

が解 け農 民 は 自由 な移 動 が 可 能 に な った5。 さ らに鉄 道 が 開通 し、交 通 が容 易 に なっ た こ とで、

エ ス トニア 特 に 島嶼 部 の 住 民 の移 住 が急 激 に増 大 した。この時 期 に はペ テル ブル グ、プ ス コフ、

ノブ ゴ ロ ド県 に くわ え 、 うえに あ げ た シベ リア 各 地 や 中部 ロ シア 、 北 コー カ サ ス 、南 コー カサ

スに ま でお よん で い る。 南 コー カ サ ス では 黒海 沿 岸 に1882年 エ ス トンカ 、　 1884年 リンダ、

サル メ、1886年 エ ス トサ ドク 、 ノ ヴォ エ ス トニ アの 各村 がひ らかれ た が 、 これ らは 現在 ま で存

続 してい る[Raag　 1995:344]6。1880年 代 、南 ロ シア の サ マ ラ県 に もエ ス トニ ア各 地 か ら移

住 地 を 求 め た 人 々 が 、 バ ル テ ィ カ 、 エ ス トニ ア 、 ゴ レツ キ村 に定 住 地 をみ つ け てい る[vas

1984:119-121]。 す で に 一部 は鉄 道 を利 用 した が 、荷 馬 車 と徒 歩 で現 地 へ 向 か った 人 も少 な く

ない 。 うちエ ス トニ ア村 は1885年61家 族 が植 民 され た。 村 民 の69%は 土地 を持 た な い貧農

出身 、11%は 小作 農 、18%の み がrooル ー ブ ル 以 上の 資 産 を持 ってい た。そ の他 に靴屋 、鍛 冶 、

革職 人 、大 工な どが 含 ま れ て い た。 当時 、 移 住 に は 県政 府 の 許 可 が必 要 で あ った が 、増 加す る

移 住 申請 に許 可 が 追 い つ かず 、 な か には 許 可 な しで 目的 地 へ 出発 す る もの もあ った。 そ して 当

局 の 土 地 の配 分 を また ず 、 現 地 で勝 手 に土 地 を 入 手 しよ うとす る もの もい た た め、 サ マ ラ県 は

エ ス トニア へ 無許 可の 移 住 を禁 止 す る要請 を行 っ てい る。

　 ペ テ ル ブ ル グ の 都 市 住 民

　農 民 とは別 に都 市 へ移 住 した人 々 もあ っ た。 最 大 の エ ス トニ ア人 人 口を抱 え て い たの は 首都

ペ テル ブ ル グで 、18世 紀 は じめ の開 都 以 来 、労働 や 教 育 を求 め るエ ス トニ ア人 を吸 収 し続 け 、

1850年 には6,000人 近 くに まで 増 大 して い る[Raag　 l995:343]。 さ らに1917年 には5万 も

の エ ス トニ ア 人 をか か え 、タ リン につ ぐ第 二 の エ ス トニ ア人 都 市 ともな って い た。特 に　1880-90
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年の 増加 は著 し く、 この 間 に20%増 えた。 ま た 当時 エ ス トニ ア人 は ペ テル ブル グに お い て 、 ロ

シ ア 人 、 ドイ ツ人 、 ポ ー ラ ン ド人 、 フ ィ ン ラ ン ド人 に つ い で 第5番 目の 位 置 を 占 め て い た

[Peterson　 1986:95・6]。 人 口増加 に ともな い社 会活 動 も活発 に行 わ れ 、教会 、学 校 、文 化 団 体 、

互助 会 の ほか 、 三つ の学 生 協 会 が存 在 した[Nigol　 1918:14]。 そ の ほ か リガ 、 プ ス コ フ 、モ ス

ク ワな どに もエ ス トニ ア人 が集 中 して い た。

　 と ころ で 、エ ス トニア の ソ連 か らの 独 立 回 復 にお い て 、 西側 の在 外 エ ス トニ ア 人 の 果 た した

大 きな役 割 につ い て 冒頭 で 述べ たが 、1860年 代帝 政 下の エ ス トニ ア の 民族 運 動 に お い て も 、エ

ス トニ ア を支 配 してい た 言 論 統制 、 ドイ ツ人 の 文 化 的 圧 迫 か らの がれ て エ ス トニ ア 域 外 で 活発

な活 動 がお こな われ て い た。 エ ス トニア の 知 識 層 の 多 くは そ の活 動 拠 点 を よ り自由 で 寛 容 な 雰

囲 気 の 支配 す るペ テル ス ブル グに お い て い た が[Raag　 1993:346][Zetterberg　 1995:73]、 エ

ス トニ ア人 に向 け盛 ん に民 族 主義 的 扇 動 活 動 をお こな っ て い る。 こ と に 当時 エ ス トニ ア に お い

て勢 力 を握 って い た ドイ ツ 系 上層 階 級 に対 し、 ロシ ア 皇 帝 の 勢力 を頼 み 排 除 し よ うとす る グル

ー プ に と って はペ テル ブル グ は好都 合 な場 所 で あ っ た。

　 そ の 後 もペ テル ブル グ(ペ トロ グ ラー ド)は 、エ ス トニ ア が ロ シ アの 支 配 か ら独 立 を志 向 し

始 める ま で、 民族 運 動の 拠 点 とな って い っ た。 エ ス トニア の 自治 を要 求 した1917年4月 のエ

ス トニ ア共 和 主義 者 のデ モ に は ロ シア 軍服 役 中の エ ス トニア 軍 人15,000人 もふ くめ4,000人

が参 加 した[6ispuu　 1992:70][Zetterberg　 1995:88-89]。

　 こ うして、帝 政 時 代 を通 じてエ ス トニ ア 人の ロ シア へ の人 口の流 出は 続 き 、1897年 人 口調 査

で は、 エ ス トニ ア(エ ス トラ ン ト、 リフ ラ ン ト)以 外 の ロ シア に約12万 人 、 つ ま りエ ス トニア

人全 人 口の約12%が 、 そ して ペ ッツ ェ リの セ トゥ人(当 時16,512人)を エ ス トニ ア 本 国側 に

入れ た と して約10%[Kulu　 1992:21][bispuu　 1992:311]が ロ シア に 居 住 して い た こ とに な

る。 そ の ロシ ア在 住 エ ス トニ ア人 の 内 訳 は 、 ヨー ロ ッパ で はペ テ ル ブ ル グ 県約64,100人 、 プ

ス コフ県25,400人 、 ノブ ゴ ロ ド県3,100人 、 タ ウ リア 県2,200人 、南 ロシ ア ・ボル ガ 流 域 の

サ マ ラ県2,000人 、 トゥヴ ェ リ県1,500人 で あっ た。 さ らに シベ リア で は4,200人 、 コー カ サ

ス4,200人 、中 央 ア ジア400人 が あ げ られ て い る。 そ の 後 もエ ス トニア か らロ シ アへ の 移 住 の

波 は とだ えず 、 ロシ ア西 北 部 、 シベ リアや ヴォ ロ グダ 県の 新 開 地へ ひ ろ が った 。 こ う して1910

年 代 末 に ロ シ ア に お け る エ ス トニ ア 人 の 人 口 は ピー ク に 達 した と み られ て い る[Kulu

l992:21]。 帝 政時 代 末 期 の ロ シア在 住 エ ス トニ ア 人 につ いて のAugust　 Nigolに よる古 典 と も

い え る概 説 書 に よ る と、 当時 ロシ アに お け る エ ス トニ ア人 の 居 住地 は318に の ぼ る と され てい
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る[Nigo11918:5]7。 しか し、 当時 の エ ス トニア 人 の 人 口を直接 語 る資 料 は な い。 た だKulu

が 述 べ る よ うに1926年 ソ ビエ ト政 権 下 で は じめ てお こな われ た 人 口調 査 で は 、 ソ連 の エス ト

ニア 人 は154,600人 余 りで、 次 に 述 べ る よ うに独 立 した ばか りのエ ス トニア 共和 国 へ1920・23

年 間 に約4万 人 が 帰 還 して い る こ と を考慮 に入 れ れ ば、 帝政 末 期 には 約20万 人 のエ ス トニア

人 が い た と推 測 され る[Kulu　 1992:22]8。 つ ま りエ ス トニア 人 の実 に6分 の1割 が ロシ ア側

にい た とい え る。

　 各 地 に移 住 したエ ス トニ ア 人 は それ ぞ れ の 居 住 地域 で さま ざま な組 織 的 な活 動 をお こな って

い る。規模 の 大 きい居 住 地 で はエ ス トニ ア人 の集 会所 、教 会 、学校 な どが 設 立 され 、農 業 協会 、

コー ラス グル ー プ 、劇 団 、互助 会 、慈 善団 体 な どの活 動 がお こなわ れ てい た。Nigolに よれ ば 、

1848年 設 立 され た ミヌ シ ンス ク近 辺 の 上 スエ トゥキ村 には130家 族 が 住 ん でお り、教 会 、二

階建 ての 学校 、協 同組 合 が あ っ た[Nigol　 1918:59]。1850年 代 に植 民 され た ボル ガ下 流域 のサ

マ ラ 県の村 々 では 中 年 以 降 の 男性 た ちが 、 エ ス トニ ア か らPa°rnu　 Postimees　 Olevikな どの新

聞 を 共 同 で注 文 し読 み あ っ て 、 故 郷 の 出 来事 に心 を寄せ てい た とい う[V6ti　 1996:158]。 ま た

ペ テル ブル グ、 モ ス ク ワ な ど都 会 の 他 、 トム ス ク 、 コー カ サ スの ピャ チ ゴル ス クな ど各 地 でエ

ス トニ ア語 の新 聞 や 雑 誌 が 発 行 され てい る。 ロシ ア全 土 に 広 が った エ ス トニ ア 人 達 は また 、相

亙 に緊 密 な 連 絡 を と りあ って お り、地 域 的 な会 合 や 歌 謡 祭 を合 同で 開催 して い る。1910年 に

はペ テ ル ブル グ にお い て 、エ ス トニ ア移 民 の 全 国 会議 が 開 か れ 、 二年 後 に は ノ ブ ゴ ロ ドで 全 国

歌 謡 祭 が お こな われ た[Raag　 1993:347]。

　 1900年 代 は じめ 、先 に述 べ た よ うにペ トログ ラー ドでの エ ス トニ アの 自立 を志 向す る運動 は

本国 の 独 立 に 大 き な影 響 を あ た え る もの で あ った が 、 その よ うな 民族 的 な動 きへ の 反応 はは る

か離 れ た 地域 のエ ス トニ ア人 の あい だ で もみ られ る。1918年 トム ス クで発 刊 され た シベ リア在

住エ ス トニ ア人 の 新 聞Siberi　 Asunikに お い て は 当時 独 立 を め ざ してバ ル ト ・ドイ ツ軍 と戦 い 、

つ い で ロ シア との 関係 も悪 化 しつ つ あ っ た エ ス トニ ア 本 土の 状 況 がつ ぶ さに報 告 され てい る。

しか し一 方 で は 、 シ ベ リア で は ロシ ア 革命 の の ち も依 然 と して 続 くボル シェ ビキ と反 革命 軍 と

の権 力争 い の 戦 況 が つ た え られ 、 エ ス トニ ア人 の間 には か な りの 動揺 が あ り、 ロ シア に おい て

共 同 で安 全 を確 保 す る必 要 にせ ま られ て い た状 況 も推 察 され る。

3　 エス トニア共和国時代の在 ソ ・エス トニア移民(1918-1939)

　すでに述べたように帝政末期、エス トニア人の伝統居住地域以外ではロシア帝国内に約20
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万人 のエ ス トニア 人 が 居住 して い た と され てい る。1920年 タル ト条 約 に お い てエ ス トニ ア の独

立 が ロ シア に よ っ て認 め られ た が 、 これ を契 機 に、 双 方 の住 民 は本 来 本 国 とみ な す 方 へ 帰 還 が

許 され る こ とに な っ た 。 こ の機 会 を利 用 し1920-23年 の 間 にエ ス トニ ア へ 帰 還 した もの は

37,573人 で あっ た。

　 タル ト条約 にお け る住 民 の相 互移 籍 につ い て の取 り決 め に基 づ き、 ソ ビエ ト ・ロシ ア で1920

年 か らエ ス トニ ア 人 の帰 還 の 手続 き を行 っ たの はエ ス トニ ア移 籍 委 員 会 で あ っ た 。 エ ス トニ ア

移籍 委 員 会 の活 動 につ い て はMedijainenに よっ て明 らか に され て い る が[Medijainen　 1995]、

当時 エ ス トニ ア とソ ビエ ト ・ロシ ア の間 には 正 式 の外 交 関 係 が な く、 大 使館 、 領 事 館 が な い 状

況 で ロシ ア にお い て事 実 上 エ ス トニ ア外 交 代 表 部 の役 割 を果 た す こ とに な っ た。 内 戦 が続 く混

乱 した 状 況 の なか で、 各 地 に 委員 会 が設 置 され た。 しか しエ ス トニ ア 住 民 だ け で は な く、 移 籍

委員 会 にた い して も略 奪 や 帰 還 の妨 害が お こな われ 、活 動 は困 難 を きわ め た とい う。 ま た ロ シ

ア か ら帰 還 した人 々の 中に 、 エ ス トニ ア での 生 活 に 不満 を とな え始 め る もの や 、 ロシ ア の 情 報

部員 や 共 産 党員 が潜 入 して い る場 合 が あ り、国 家 に とっ て も危 険 分 子 を 抱 え 込 む 危 険 性 が あ っ

た9。 さ らに委員 会 関係 者 の 中 に は、 引 揚 者 の 荷 物 を利 用 し物 資 の 密 輸 を はか る もの もい た と

い われ る[Medijainen　 1995:8-9]。 一 方 、 ロシ ア側 が 自国 へ の 引 き揚 げ 対 象 と した の は お も に

戦 争避 難 民 と捕 虜 で 、 ロ シア外 務 人 民 委員 会 下 の住 民 引 き揚 げ局 が 担 当 した。

　 エ ス トニ ア帰 還 政策 は移 籍委 員 会 の廃 止 とと もに 、1923年 で 中断 す る こ と に な った が 、 これ

には 当時 の エ ス トニ ア とロ シア の不 安 定 な 関係 も大 き く影 響 してい た。1921年 、 講 和 条約 を前

年 締 結 した ばか りの 両 国間 関 係 は 依 然 と して悪 い ま まで 、 当 時 ソ ビエ ト ・ロシ ア で は社 会 主 義

世 界 革命 を支 持 す る勢 力 が強 ま って お り、 エ ス トニア へ もそ の影 響 は及 び つ つ あ っ た。 ロ シ ア

に居 住す るエ ス トニ ア 人 の なか にはエ ス トニ ア共 産 党員 が 多 くお り、1924年12月 には エ ス ト

ニア 国 内 の勢 力 と と もに武 力 に よ る政 権 の 転 覆 を は か った 。 これ は結 局 失 敗 し、共 産 党 は非 合

法化 され る一 方 、共 産 党 員 の 一 部 は ソ連 へ脱 出 した[bispuu　 1992:100・2]。 こ の後1920年 代

後 半 も逆 に エ ス トニア か ら ソ連へ 移 住 す る移 住 す る 人 々 は存 在 した が 、 お もに 共産 主義 の理 想

に共 鳴 す る人 々 で あ った10。　 Kuluに よれ ば1924・38年 間 に海 外 に わ た っ た16,300人 の うち

19%、 約3,200人が ソ連 へ 向か っ た[Kulu　 1992:75]

以 上 のエ ス トニア 人 帰還 政 策 に よっ て も20万 人 の うち結 局約 五 分 の一 が帰 還 した の み で 、1926

年 の 統計 で は 、 ソ連 の エ ス トニ ア 人 は154,000人 あま りで 、 ロシ ア在 住150,000人 の うち 、 レ

ニ ン グ ラー ド州 、 カ レ リア州 合 計 で87,000人 あ ま り、 シベ リア に29,800人 が 分 布 し、 ウク ラ
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イナ2,000人 、 コー カ サ ス1,000人 あま りとな っ てい る[ospuu　 l992:312]。1897年 に 比較 し

て特 にエ ス トニ ア 近 辺 の レニ ン グ ラー ド県 、 プ ス コフ県 で 大 き く減 少 して い る。 これ は 、1920

年 の タル ト条 約 で これ らの 地 域 の 一部 が 住 民 と と もにエ ス トニ ア に編 入 され た こ と、 さ らに 上

記 のエ ス トニ ア人 帰 還 政 策 で エ ス トニア に引 き揚 げ た 人 々が 多 数 この 地 域 か らで た こ とにあ っ

た[Kulu　 1992:27]。 　 これ 以 降 ソ連 の エ ス トニ ア 人 口 は 、エ ス トニア 本 国 か らの 補 充 が なが く

途絶 え た だ け で は な く、 ス ター リンに よ る集 団 化 、 粛 清 な ど強 圧政 策 お よび 民族 語 教 育の 制 限

な どに よ り、 さ らに減 少 して い る 。13年 後 に お こな われ た1939年 の統 計 で は 、 ソ連 のエ ス

トニ ァ人 全 体 の 数 は143,000人 で 、 ロ シア 全 体 では130,500人 と減 少 したの に対 し、 シベ リア

で は33,500人 へ と増 加 して い る[Raag　 1995:357]。 この増 加 は 、30年 代 後 半 ヨー ロ ッパ ・

ロシ ァ にお い て 始 ま っ た シベ リアや 北 ロシア へ の 強制 移 住 に よ る もので あ る[Kulu　 1992:54]。

　 言 語 面 で の後 退 は さ らに著 しい。1926年 の統 計 で は ソ連 の15,4000の エ ス トニ ア人 の うち

139,000人(90%)が エ ス トニア 語 を母 語 と してい た。77%は 地 方 に住 ん でお り、そ の94%が

エ ス トニ ア語 を母 語 と した の に対 し、都 市 に住 む23%の エ ス トニア 人の 場合 、母 語保 持率 は68%

で あ った[Kulu　 1992:23]。 それ が約15年 後の1939年 に は ロ シアの エ ス トニ ア人 の うちエ ス

トニア 語 を母 語 とす る もの は43%に ま で落 ちて い る。

　 本 国 エ ス トニ ア が独 立 し、 人 々が エ ス トニ ア 国民 と して統 合 され る一 方 で 、20年 代 に はい り

状況 が落 ち つ き始 め る と、 ソ連 に残 る こ と にな っ たエ ス トニ ア 人 た ちは社 会 主 義 体制 へ 編成 さ

れ 始 め た。 シベ リア で10月 革命 以降 も発 行 され て い た 新 聞Siberi　 Asunikな ど も廃 刊 され た

ほか 、 そ れ ま で の エ ス トニ ア人 の 教 会活 動 、文 化 活 動 も停 止 され た。 そ れ らに代 わ り民族 教 育

は、 当時 の 民 族 政 策 の 基本 方 針 にそ っ て他 の民 族 と と もに一 括 して 民族 教 育人 民 委 員会 の管 理

下 にお か れ 、各 地 にエ ス トニア 語 の初 等 学級 が 設 け られ た。 学 校 は1926-27年 に は180カ 所 に

あ り、 帝 政 時代 よ り多 か っ たが 、20年 代 は じめ に 多 くの 教師 が エ ス トニ アへ 引 き揚 げた た め、

深刻 な 教 師 不 足 で あ っ た[Raag　 l995:353]。 同 じ頃ペ テル ブ ル グや シベ リア には 教師 養 成所

が設 立 され た。 当時 の 民族 政 策 は 民族 語 を重 視 した た め 、文 化 、政 治 活 動 に も民族 語 は広 く用

い られ た。1930年 には 、66の 村 ソ ビエ トで全 面 的 に 、24カ 所 で部 分的 にエ ス トニア 語 が もち

い られ てい た 。ま た 出版 活 動 も活 発 で 、1926年 エ ス トニア ・プ ロ レタ リア作 家協 会 が結 成 され 、

新 体制 に 沿 った 雑 誌 、新 聞 な どが数 多 く発 刊 され た。 最盛 期 に は新 聞13紙 、雑 誌28誌 が出版

され て い た[Raag　 1995:352]。 しか し1930年 代 末 民族 政 策 の 弾圧 期 の到来 に よ り、ほ とん ど

の 民 族語 教 育 とと もに これ らの 出版 物 も姿 を消 した。1937年 に本 格 化す る民族 政策 の 後退 は 、

その 後 の エ ス トニ ア 語 の 地位 や保 存 に大 き く影響 す る こ とにな っ た。
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　 とこ ろで エ ス トニ ア本 国 で は20年 代 は じめの 左 翼 ク ーデ ター の 試 み や 対 ソ関 係 の 悪 化 な ど

社 会 状 況が 悪化 す る中 で、共 和 国 時 代 に 北 ア メ リカ 、ブ ラ ジル な ど西側 へ 移 住 した 人 々 は17000

人 に達 して い る[Oispuu　 1992:312]。 しか し共 和 国 時代 の エ ス トニ ア は この よ うに海 外 へ 流 出

した在 外 エ ス トニ ア人 に対 して 強 い 関心 を もっ てお り、1928年 在 外 エ ス トニ ア 人 の た め の雑 誌

を発 行 し、 二 年後 には 在外 エ ス トニ ア協 会 を設 立 した。 これ は 海 外 の エ ス トニ ア 人 の 団 体 と協

力 し世 界 エ ス トニ ア 人 会議 を定 期 的 に開 催 した 。 しか しこの 活 動 もエ ス トニ ア の1940年 の ソ

連へ の 併 合 と と もに 中断す る こ とに な っ た[Raag　 1995:356]。

4　 ソ連 に よ る エ ス トニ ア の 併 合 後(1940-)

　 エ ス トニ ア の ソ連 併 合 後 、エ ス トニ ア 人 に 対 して実 施 され た シ ベ リア そ の 他 へ の 追 放 、 強 制

移 住 は、 二 度 大 き な規 模 で行 われ てい る。 一 度 は第 二次 大 戦 前 夜 の 緊 張 した 国 際 情 勢 の 中 で 軍

事的 圧 力 の 下 、行 わ れ た ソ連 へ の 併 合 直 後 実 施 され た もの で 、 目的 は エ ス トニ ア 共 国 時 代 の 政

治家 を中 心 とす る指 導層 の壊 滅 に あ っ た。 政 治犯 と して だ けで も7,000人 が シ ベ リア 、北 ロシ

ア の強 制収 容 所 に 送 られ た。 家 族 を含 め た一般 追放 者 の数 は さ らに 多 く1941年6月14日 一 日

で1万 人 以 上 もの 人 々が 送 られ た が 、 内3,000人 は15歳 以 下 で あ っ た とい う[Sinilind

1985:23・4]。 この よ うな40年 代 は じめの 弾圧 が 、 の ち1944年 第 二次 大 戦 中エ ス トニ ア を 占領

して い た ドイ ツ の敗 走 の 後 、 ソ連 の再 進 出 をお そ れ た 人 々が 西 側 へ 大 量 亡命 した 原 因 であ った

とい われ る。 実 際 に1944年 の ソ連 体 制 の復 活 に よ り、 「人 民 の 敵 」 に対 し大 規 模 な粛 清 とシベ

リア 追放 が お こな わ れ た。 な かで も1949年3月 農 業 の集 団 化 に と もな っ て 、い わ ゆ る富農 、

ク ラ ク と して シベ リア へ 家 族 と と もに 送 られ た 人 々 は80,000人 に もの ぼ る とい わ れ て い る

[Sinilind　1985:26]。 この うち27,835人 は1954・60年 にエ ス トニア へ 帰 還 して い る[Raag　 1995:

357]。 ま た1939年8月 ロシア 、 ソ連 と ドイ ツの 間 にモ ロ トフ ・リッベ ン トロ ップ議 定 書 が締

結 され た あ と、1944年 ま でに15,000人 の ほ ぼす べ て のバ ル トドイ ツ人 が ドイ ツへ 引 き揚 げ た 。

　 一 方 ソ ビエ ト政 権 復権 後 の エ ス トニ ア で は 、エ ス トニ ア 出身 で は な くロ シ ア 出身 のエ ス トニ

ア人 が 共 産 党幹 部 、 政府 役 人 の要 所 に登 用 され 、エ ス トニ ア の ソ ビエ ト化 に大 き な役 割 を果 た

す こ とに な った11[Zetterberg　 1995:133-134]。 強 制移 住 者 も1956年 以 降 大 部 分 は 帰還 したが 、

一部 はそ の経 歴 の た め エ ス トニア で は不 利 な 条 件 にお か れ た た め
、移 住 地 に 定 着 した り、他 地

方 に居 を構 え た人 々 もい る。 ま た か つ て のエ ス トニ ア人 移 民 の 子孫 の帰 還 も1950年 代 は じめ

か ら再 開 してい る。
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　 ソ連 体 制 下 で の ソ連 各 地 のエ ス トニ ア人 の 人 口の推 移 をみ る と、1939年 か ら1959年 の20

年 間 に約143,000人 か ら95,000人 ま で約5万 人 の 大 き な減少 がみ られ る[Raag　 1995:357]。

減 少 の 原 因 に は 第 二 次大 戦 中の 犠 牲者 や ドイ ツ 占領 地域 で あ ったペ イ プス 湖 東岸 か らの ま とま

った 帰還 者 も含 ま れ る が、大部 分 は1950年 代 の エ ス トニ アへ の 帰還 者 に よる もの で あ る[Kulu

1992:46]。 これ は 、お そ らくス ター リン体 制 後 の緩 和 政 策 に よ る とお もわれ るが 、 当然 エ ス ト

ニア が ソ連 へ 編 入 され た こ とで 障 害が な くな った こ とが 大 き な理 由で あ ろ う。

　 しか し1959年 以 降1989年 ま で 、人 口統 計 で は1970年82,000人 、1979年72,000人 、1989

年59,000人 と10年 ご とに約1万 人ず つ 減 少 してい る[Raag　 l995:357]12。 この 間 もエス ト

ニ ア人 の 帰 還 は 順 調 に 続 い て い た とみ られ るが 、減 少 が ほ ぼ一 定 で あ っ た こ とか ら、 ソ連 体制

の確 立 に とも ない 、 ソ連各 地 で のエ ス トニ ア 人 を と りま く政 治 的 、 社 会的 状 況 が と りあ えず は

安 定 して い た と推 測 で き よ う。H.Kuluに よれ ば1989年 の時 点 でエ ス トニ ア には エ ス トニア 以

外 の ソ連 の各 地 で うま れ た エ ス トニ ア人 、つ ま りか つ て 何 らか の理 由 で移 住 したエ ス トニア 人

の 子孫 は38,538人 に もの ぼ っ てい る[Kulu　 1992:4648]。

　 た だ し、 この 間 もエ ス トニ ア 本 国以 外 では 、 エ ス トニ ア 語 の母 語 保 持 率 は 、低 下 してお り、

民 族語 教 育廃 止 等 、1930年 代 後 半 以 降後 退 した 民族 政策 の 影響 は あ らわれ て い る。1979年 エ

ス トニ ア を除 く ソ連 のエ ス トニ ア人 人 口 約72,000人 の うち、エ ス トニア 語 を母 語 とす る もの

47%、 第 二 言 語 とす る もの12%で あ っ た[Vrikberg&Vaba　 1984:145]。1989年 に は約59,000

人の 人 口中 、母 語 話者 は43%に まで 低 下 した[Kulu　 1992:48]。

　 ま たエ ス トニア 人 の ソ連 各 地 に分 散 す る同胞 へ の 関 心 は あ った こ とは容 易 に 想像 で き るが、

実 際 に 、分 散 した エ ス トニ ア人 の 地 を訪 れ 、 それ らの 現状 が雑 誌 等 の記 事 で あ き らか に され 、

ま た研 究 対 象 とな るの は 、1970年 代 か らで あ る13。 特 に1975年 以 降10年 の 間 に 、東エ ス ト

ニ ア 人 の歴 史 、文 化 につ い て の 出版 物が 突 如 あ らわれ 始 め 、エ ス トニ ア科 学 院 、歴 史博 物館 の

調 査 隊 な どが エ ス トニア 人 居 住 地 の踏 査 をお こな っ て い る[Taurist　 1986:67]。 エ ス トニア に

お け る ソビエ ト体 制 の 確 立 とと もに 、60年 代 には い りエ ス トニ ア では 生活 レベ ル の 向上 がみ ら

れ 、 い わ ゆ る雪 解 け期 の りベ ラル な雰 囲 気 が 学 問分 野 で もお とず れ て い た。 お そ ら く、 この こ

ろか ら ソ連 各地 のエ ス トニ ア 人 に対 して の 何 らか の働 きか け もあっ た の で あ ろ う。 しか し一 方

で 、 西側 エ ス トニ ア 人 に対 す る関 心 は そ の歴 史的 い き さつ の た め 、公 の 舞 台 に あ らわ れ る とは

な か った 。
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5　 エ ス トニ ア 独 立 回 復 後(1991-)

　 ソ連 の公 式 の 人 口統 計 で は 、そ の解 体 直 前 の1989年 には 約63,300人 のエ ス トニ ア人 が ソ連

各 地 に住 ん でい た とい われ てい る[Kulu　 1992:133]。 ソ連 の解 体 前後 期 の 経 済混 乱 、 紛 争 の危

険性 な ど東 エ ス トニ ア 人 の 苦境 が 伝 え られ る なか で 、 エ ス トニ ア 国 内 で は か れ らへ の支 援 や 帰

還 の必 要性 が 叫 ばれ 始 め てい た。 これ と呼 応 す る よ うに 、1988年12月15日 タ リンに て 、お

そ らく ソ連 の他 地 方 か らエ ス トニ ア に帰還 したエ ス トニア 人 を中 心 と して、 「連 邦 エ ス トニア 人

協会 」 が設 立 され て い る[Leisson　 1989]。 上 に も述 べ た よ うに 、 かつ て の 強制 移 住 者 を ふ くめ、

か な りの数 にの ぼ る人 々が1950年 代 以降 帰 還 して お り、民 主化 の 勢 い に乗 じ、 そ れ ま でい わ

ば 日陰者 的 存在 で あ っ たか れ らに 自由な 意 思 表 示 の で き る状 況 の 訪 れ た こ とが 背 景 にあ ろ う。

協会 の 目的 と され たの は 全 ソ連 邦 内 の エ ス トニ ア人 居 住 地 域 にお け るエ ス トニ ア 文化 の保 存 と

相 互 の 連 絡 の強 化 であ っ た。 具 体 的 には エ ス トニア 移 民 の 文 化 、 言 語 に つ い て の調 査 ・研 究 を

お こ ない 、 かれ らにつ い て の歴 史 的 資 料 を保 存 す る こ と、 さ らに エ ス トニ ア に 帰還 した人 々の

生活 へ の 適応 や 地 位 の 向 上 に助 力 す る こ とが あ げ られ た 。 ま た 旧 ソ連 各 地 の エ ス トニ ア人 の 間

に お いて も さま ざ まな 団 体 が結 成 され 、 長 く中断 してい た エ ス トニ ア 語 教 育 へ の動 き が再 開 さ

れ てい る。 ペ テ ル ブル グ では1992年 エ ス トニア 人 の 活 動 が 復活 し、エ ス トニア 語 補 習教 育 が

始 まっ た[Raag　 1995:357]。

　 帰 還 す るエ ス トニ ア 人 の うち で も っ と も緊 急 を 要 した の は 、1989年 に 始 ま る グル ジ ア ・アブ

ハ ジア 内 戦 に巻 き込 ま れ る こ とにな っ た エ ス トニア 人 達 で あ っ た。 かれ らは それ ま で 旧 ソ連 で

は最 も安 定 した 生活 をお くって お り、70年 代 か らもエ ス トニ ア で は度 々 紹 介 され てい た だ け に

大 き な関 心 を よぶ こ とに な っ た。 本 国 の エ ス トニア は 彼 らの 窮 状 に 素 早 い反 応 を示 した。 近 年

エ ス トニ ア政 府 の移 住 局 を通 して エ ス トニ ア に帰還 した東 エ ス トニ ア人 は600-650人 で 、 その

うち約400人 はア ブハ ジ ア か らで あ っ た[ETA　 4.3。94]14。 さ らに最 近 で は 戦 乱 に くわ え財 政

難 か ら教 師 の 給料 や 教 材 が払 えず 、 ス レブ 、サ ル メ村 で は40人 ほ どの 生 徒 に対 し授 業 を 中断

して い る。 これ は113年 の歴 史 上 初 めて の こ とで あ る とい う。 そ の た め現 地 の エ ス トニ ア 人達

が エ ス トニ ア教 育省 に対 し援 助 を 申請 した と伝 え られ て い る[Mattson　 1997a]。

　 本 国 のエ ス トニ ア 人 に と って援 助 は 当然 の もの と して受 け と め られ た が 、 念 願 の独 立 回復 を

はた し、着 実 に向 上 しつつ あ る生 活 レベ ル を肌 で感 じつ つ あ っ た かれ らに と って は 単 純 に 、 同

胞 と して ひ と事 と思 え ぬ 心境 で あ った に相 違 ない 。 ま た 一方 で は 、エ ス トニ アの 独 立 回復 を契

機 に 、そ の理 念 の根 元 に あ るエ ス トニ ア 人 の統 合 母 体 と して の エ ス トニ ア 国家 の完 結 とい う理
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想 も あ った で あ ろ う15。国 家 と して も、これ らの エ ス トニ ア人 の 帰還 運 動 をす す め ては き たが 、

どち らか とい うと民 族 的 同胞 愛 と世 論 に支 え られ た 場 当た り的 な 処 置 とい え な く もない。 憲 法

36条 にお い て は 「す べ ての エ ス トニ ア 人 はエ ス トニ ア に入 国す る権 利 が あ る」 とは うた われ て

は い るが 、 エ ス トニ ア 人 とは 誰 か とい う定義 は存 在 しない。 国籍 法 では1995年4月 よ り、 エ

ス トニ ア人 の血 を 引 く もの も、国 籍 取得 の た め に は外 国 人 と同 じ手続 きが 必 要 とな っ た。す な

わ ち 一般 の手 続 き に よ る、5年 間 の連 続 した 滞在 を経 て 申請 の権 利 を得 る ので あ る。 また か つ

て の1920年 代 の よ うに ロシ ア との間 にエ ス トニア 人 引 き揚 げに 関 して 何 の 取 り決 め も交 渉 も

存在 しない(Astrid　 Tusikuに よる16.1.1998)。 しか し、 エ ス トニ ア外 務 大 臣T.H.　 nvesが 新

聞 の イ ン タ ビュー に答 えた よ うに 、法 的 に は エ ス トニ ア の 国籍 を もた ぬ彼 らを帰 還 させ る義 務

は 存在 してい な い の で あ る[Jaesaar　 1997a]。

　 さ らに 、東 エ ス トニア 人帰 還 に関 しては 多 くの現 実 的問 題 が存 在 してい る。1920年 代 の帰還

者 の よ うに 、 マ フ ィ ア な ど歓 迎 され ない 人 々 の 流入 も危 惧 され てい る。 しか し、 タル ト大 学在

外 エ ス トニ ア人 研 究所 所 長 のKuluの 指摘 す る よ うに 、 なに よ りも大 き な問 題 は 、事 実 上大 部

分 の エ ス トニ ア 人 は ロ シア 語 化 し、 さ らにそ の 家族 の ロ シア 人 を ともな っ て き た場 合 、 ソ連 時

代 大 き な 問題 で あ っ た ロ シア 語 人 口 を さ らに増 加 させ る こ とが 明 らか な こ とで あ る[JBesaar

l997a]。 しか も今 回 は身 内の 中 に ロ シア 語 話者 を抱 え る こ とに な り、 今 ま での 言語=民 族 の 原

則 が 大 き く崩 れ る こ とに な りか ね な い。 勿 論 、 現在 の エ ス トニ ア に と って は 、 かれ らを帰 国 さ

せ 、住 居 や 職 を あ た え、教 育 をお こな うこ とは大 きな経 済 的負 担 で あ るの は い うま で もな い16。

この よ うに東 エ ス トニ ア 人 を迎 え よ う とす る一 方 で 、 実際 には あ ま り歓 迎 され て はい な い点 も

指 摘 で き る ので あ る。 一方 で 、 ロ シア 出 国 のた めの パ ス ポー ト、 ヴィザ の 入 手 手続 きな ど、現

地 に障 害 が あ る場 合 もあ る17。

　現 時点 での 旧 ソ連 圏 のエ ス トニ ア人 人 口につ い て 、正 確 な数 は 不明 と しかい わ ざる をえ ない。

最 近提 案 され 始 め た帰 還 者 の 大 量受 け入 れ 構 想 に対 し、H.Kuluな どは 、 ロシ ア に は少 な く と

も一 方 の親 がエ ス トニア 人 の人 々 は10-15万 人 お り、そ の家 族 をふ くめ る と20万 人 の人 々 を

受 け入 れ る こ とに な る と さえ警 告 して い る[Runnel&Paart　 1997]。 上 にみ た とお り、エ ス ト

ニア 独 立 回 復 後激 動 す る情 勢 の な か で 、東 エ ス トニ ア人 は か な りの 数 が帰 還 して い るが 、 そ の

ほか 、 ロ シア 国 内部 で の 移動 や 国 外 へ の移 住 も考 え られ 、各 地 の人 口は1989年 の 統計 とは 大

き くこ とな っ てい る可能 性 が あ る。た とえば 、戦乱 の伝 え られ た コー カサ ス のア ブ ハ ジァ では 、

現在 約500人 の エ ス トニ ア人 が も との 村 に お り、 黒海 沿 岸 の ソチ に は800人 が疎 開 生活 を送 っ
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て い る といわ れ る[Mattson　 1997b]。 約400人 はエ ス トニ ア に 帰還 した こ とは上 に述 べ た が、

な か には 元の 村へ 再 び戻 った 人 々 もい る[Peensoo　 l997]。

6　 まとめ

　エス トニアからロシアへむかった人々の波は大きく二つの時期に集中している。

　一つはロシア帝政末期の19世 紀後半から、20世 紀前半にかけての新天地を求める移住の時

代であった。この動きには一方では、財政上の理由か ら未開地に植民を奨励 し、また他方では

コーカサスなど支配下に入ったばか りの土地に支配基盤を築こうとするロシアの国家的な意図

が背景にあった。さらに、移住者の側には、 ドイツ人領主による封建体制が崩壊 し、資本主義

社会が形成される過程で放出された無産農民層の土地を求めるせっぱ詰まった事情があった。

この意味で、この時期の移住はほとんど同じ頃ヨーロッパから新大陸へ向かった移民の動きと

比較できよう。

　第二の時期は、1940年 のエス トニアのソ連編入後に始まり、幾度かに集中しておこなわれた

エス トニア人の強制移住である。これは、社会主義政策にとっての思想的異分子や集団化にお

ける障害の排除という体裁をとってはいたが、実際にエス トニアにおいては、ソビエ ト＝ロシ

アの支配強化を目的にしたものであったといって間違いはない。これは、50年 代以降顕著にな

る、ロシア人等スラブ系労働移民のエス トニアへの大量投入 と表裏一体をなすものであったこ

とは明らかである。

　以上二つの移住の波には、形態こそ異なるとはいえ、少なくとも部分的は、ロシアのエス ト

ニアに対する、「帝国の属地支配」という関係が反映 しているといえる。

　またこのように様々な理由で移住することになったエス トニア人たちにはエス トニアにもど

る機会も幾度か訪れている。最初の大規模な帰還は1920年 タル ト講和条約でエス トニアがロ

シアから実質的な独立を獲得した時であった。次は1950年 後半以降である。前者はロシア革

命後の混乱期、後者はスターリン体制後の雪解け時代で、ロシアの覇権主義 ・支配力の一時的

に弱まった時代であった。そして現在、第三期めの帰還の動きが進行中であるといえる。今回

はエストニアが独立を回復し、また争乱 と混乱のまっただ中に残 された同胞を呼び戻す本国の

運動に支えられているとい う点では、1920年 時の帰還運動と共通するところがある。 しかし、

いくつかの間題的も指摘できる。

　ひ とつは、帰還の対象を、エス トニア人が理想とするようなエスニックな定義、すなわちこ

215



とばや文化を指標 として限定することは、もはや現実的ではないし、容認されえない現代の趨

勢がある。かといって、現在のように、かつての旧共和国時代の国民およびその子孫とい う旧

国籍に依拠することは、それ以前の移住者を除外することになる。現在エス トニアに大量に居

住するスラブ系住民を排除す るための国籍法が、エスニックなエス トニア人の一部を排除する

ことになっているのである。

　第二の点はエス トニア人の帰還は彼 らにとって必ず しも唯一の選択肢ではなくなっている。

これはロシアが、人々を強制的にとどめる力をすでに失っていると同時に、多くの東エス トニ

ア人にとって、幾世代も居住してきたロシアはすでに、家族関係や生活基盤から事実上の故郷

となりつつあることがある。さらに、いわゆる東西対立の少なくとも表面的な消滅は、一時的

な混乱におかれてるとはいえ、同胞の召還の緊急性を減じる方向にむかわせるのは避けがたい。

　第三に、エス トニアの国内事情があった。そのひとつは、増大したロシア人の問題である。

上に述べたように、ロシア人およびロシア語人口を抑えたいとい うエス トニアの意向は東エス

トニア人受け入れにも大きく影響を及ぼしている。

　とはいえ、再び独立国家として自立を得た今、東エス トニア人の召還はエス トニア人にとっ

て果たせ得なかった二つの理想とかかわっていることは事実である。民族こそ同胞であるとい

う信念を50年 間はぐくんできたかれらにとって、民族統合のひとつの障害が除かれたこと。

そして、300年 にわたる帝政支配の負の遺産の精算 という点において、である。

　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 注

1各 国の統 計を総合 した結果1986-91年 の主な国ごとの分布 は、アメ リカ26,760人 、スウェー

　 デン25,500人 、カナ ダ20,530人 、オース トラリア6,330人 、イギ リス2,730人 、西 ドイツ2,400

　 人、フ ィンラン ド、ブラジルな どがつづ く[Kulu　 1992:133]。

2　 ソ連時代の在外エス トニ ア人の文化 活動 は本 国を うわまわ り、共和国時代 の伝統 を継承 してき

　 た。また ソ連時代、西欧 との接触 の制 限 され ていた本国の人に とって、 さま ざまな制約はあっ

　 たが 、かれ ら との交流 は西側 世界 へ通 じる窓であった。 しか しエス トニアの復興にお いて もっ

　 とも影響力 が大きかったのは、政治的な活動 にお いてで あった。エス トニアの法的存在の象徴

　 として 亡命政府 が1944年 ス ウェーデンに樹 立され、憲法でさだ められた大統領の代理 をつ と

　 める首相が以来1992年 まで選 出されて きた。また在外エス トエ ア公館の活発 な活動によって、

　 西側諸 国の多 くは ソ連に よるエス トニアの併合をみ とめていなかった[Vahtre　 1993:174]。

3　 実際 には1918年12月 ソビエ ト・ロシアはエス トニアの独立を承認 している。 これは ドイ ツ軍

　 が排 除 された あ との混乱の中で 、ペ トログラー ドで結成 され たエス トニア臨時革命政府が11
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　 月ナルバにて宣言 したエ ス トニア労働者 コ ミュー ンに対 し、 ロシアの人民委員会議が与えた も

　 のである。 この決議 には レーニ ンの署名 もあった。 しか し、翌一月臨時政府 は ロシアへ引き揚

　 げたあとま もな く廃止 された[Zetterberg　 1995:95]。

4Nigolに よると、マハ トラの乱に関与 した事で名 を馳せたマハ トラ郡郡長 、マハ トラ ・ハ ンス

　 は1916年 、この村でな くなった[Nigol　 1918:14]。

5T.Vatiの 指 定す るよ うに、19世 紀後半の農民の土地 をもとめての移住や この後触れ る労働者 の

　 都市への移住は、 当時急速に進みつつ あった資本主義の進展 と大 きくかか わっている。 土地所

　 有 の再編 と社会階級の断層化で うまれ た土地を もたぬ農民の多 くは都市や ロシアの入植地へ 向

　 か うことになった[V6ti　 1984:18]。

6南 コーカサス ・アブハ ジアの プソ ウ河 口のサル メ、 ス レヴ村 などは、1850-60年 代 の民族蜂起

　 でアブハ ジア人 たちが追放 され た後 に植 民 され ている。 エス トニア人たちが入植 した ときには

　 村はすっか り林に覆 われて いたとい う[Pardi　 1984:242]。

7当 時のエス トニア人居住地の数 としてあげられ る数値に も大きな幅 がある。Maamagiで は1920

　 年代末の居住地数 として498を 算出 している 〔Maamagi　 1980:12]。

8戦 争 からの避難 民を含 めると23万 人 といた ともいわれ る 〔Medijainen　1956:6]。

9　 他方では帰還者 のな かには高い専 門知識や技能 を備 えた もの が多 く、エス トニアの経 済発 展に

　 貢献す るもの もあった とい う指摘 もある[Oispuu　 1992:100・2]。

10帝 政時代に海外にわたったエス トニア人の中に も共産主義者 もお り、特に北アメ リカではエス

　　トニア人 の問で活発な政治的な運動をお こなっている。エ ス トニアが1920年 独 立す る と、か

　 れ らの一 部 は ソ連 へ移 住 し、 ドン川 流 域 の ロス トフ近 辺 に 農 場 を設 立 して い る[Raag

　 1995:353]。

11エ ス トニアの民 主 ・民族主義運動が本 格的に始 まった1988年 までの十年間 ロシア語教育の強

　 化な どロシア化や 「ソ連人」創 出の責務 をお ってエス トニア共産党主席をっ とめたKarl　 Vaino

　 は1947年 エス トニアに帰還 した東エ ス トニア人で あったが、ほ とん どエス トニア語ができな

　 かった ことで しられていた[◎ispuu　1992:268]。

121989年 の内訳 は、ロシア46,390人 、 ウクライナ4,208人 、カザ フスタ ン3,397人 、ラ トビア

　 3,312人 、グル ジア2,316人 、ウズベキスタン854人 となってい る。 ロシア内の主な分布は 、

　 エス トニア近辺 をふ くめた ロシア北西部10,450人 、シベ リア17,269人 、コーカサス4,698人 、

　 中部 ロシア4,551人 、 ウラル地方2,830人 、北 ロシア2,177人 で ある[Kulu　 1992:46・71]。

13例 外的 に1949年 に黒海沿岸 のエス トニア人の村にっいての記 事が存在す るが、本格的 な研 究

　 が始 まるのは1970年 代 に入 ってか らの ようである。 それ も当初 は、一 見私観 の入 りにくそ う

　 な方言 、フォー クロアの分 野のものが大半をしめてい る。他方1920年 代 前後 のエ ス トニア人

　 の運動や政策 についての研究は厳 しく制限 されていた よ うで 、当時 シベ リアや レニングラー ド

　 でエス トニ ア人 によって発行 されていた新聞、雑誌 な どは閲覧が90年 代 まで厳 しく禁止 され

　 ていた事に もあ らわれ ていよ う。

14こ れはエス トニア国籍・移住局帰国部A.Jaanus部 長のイ ンタビュー として あげられてい るが、

　 実際の数はこれ よ りも多 い可能性 は否 定 しなかった と され ている。最近 の情 報ではアブハジア

　 からの帰還者は492人 とな っている。 かれ らは月4,190(35,000円)ク ロー ン と住宅手 当が支

　 給 されているとい う(Astrid　Tusikuに よる16」.1998)。

15お そらくその現れ であろ うが、80年 代末以降、エス トニアか ら旧ソ連各地のエス トニア人居住

　　地への調査が飛躍的に増加 している。シベ リア、南 コーカサ スは特に関心の対象 となってお り、
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　 エス トニア民族博物館、エス トニア文学博物館、エス トニア言語文学研究所 などが 中心 とな り

　 調査 を行 ってきた。

16現 在 東エス トニア人 の移住先 として提案 されてい るのが、中部エス トニ アの プル ツァ県パユシ

　 郡への村建設構想 である。 これ は情報省顧問Ants　 Pajuに よるもので、約100家 族 を受け入れ

　 るとい うものである。ただ し、そのための資金は、欧州連合の基金の助成 に頼 るとい うもので、

　 まず調査費 として約140万 クローンを予定 している。 しかしこれには、 ロシア語話者の扱いの

　 他、東エ ス トニア人 を隔離 して居住 させ ることの是非、地方社会への適応の 可能性の問題 な ど

　 指摘 されてい る[Jaesaar　 1997b]。 またこの提案に対 しては、人 口過疎 と不況 に苦 しむ地方の

　 活性 化を欧州 連合の援助金でや ろ うと しているに過 ぎない との非難 もあ る[Runnel&P麗rt

　 1997]。

17た とえば、アブハジアのエス トニア人 の場合 、グル ジアか ら独立を もとめる現地 のアブハジア

　 当局 の書類 は、グルジア、 ロシア、エス トニアでは正式 もの とは認 め られ ていない[Mattson

　 1997a70

付記 　 この小論は1995・97年 度文部省科 学研 究補助金国際学術研究 「ヨー ロ ッパ周縁地域におけ

　 る民族意識の覚醒 と再編」(代 表　庄司博 史)の 研究成果 の一部である。
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